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    パワーストーン
    涙とともに書きます。愛しい人にあてて。これを書きながら私が泣いていると思って下さい。


あなたはたくさんのものをくれました。正しく生きること。人を憎まないこと。そして強さを。


私が身につけたパワーストーンからあなたの声がします。


 


もう連絡できない。そして、先生、大好きな先生。先生は許して下さった。私が死後の世界の人に操をたてていることも、もう一人忘れられない人がいることを。


 


届かなくなったメールから心に愛のメッセージが届いた。この世でかなわない恋の言葉。


ありがとう、先生。私の妄想で、妄想だけで先生と愛し合っていた。それを知っていたのでしょう。先生は精神科医だから。そして、Uさん、傷だらけの恋になったね。治してくれた先生との恋までも、傷だらけだったよ、でも、二つとも幸せだった、今までも、これからも。













    思い出までも、とらないで
    私の本当の恋人、モーツァルトよ、この世に生まれてきた意味の二つの恋を、ありがとう。


でも、めちゃくちゃに破壊して、再生してつなぎあわせたら、思い出だけがきれいだった。思い出までも取られようとしたけど、モーツァルト、あなたは残酷で、そして優しかった。


 


 


私は天にいる、モーツァルトと哲学者カントに惚れぬいて病気になった精神病患者。でも、ありがとう。この傷ばっかり、涙に暮れる人生が、私の青春だね。













    最後の入院
    先生、あの入院最後にするって・・・私が強くなるために、甘えたらだめって思わせるために、たくさんの優しさをくれたね。先生、ありがとう。本当はずっとずっと先生のそばにいたかった。先生の笑顔を見たかった。忘れられない。退院の日に先生に詰所で会えたときのこと。一生残るくらい素敵な思い出は、先生の、おそらく私がこの世で見る、最後の笑顔だった。


 


Uさん、私はあなたに惚れていた。あなたはたくさんのうれしい言葉をくれた。でも先生は先生としてしか私に接しはしなかった。どんなに泣いて好きだとわめいていても先生は静かだった。でも、先生のあの笑顔は、私の宝物でした。













    パワーストーンとネックレス
    パワーストーンとネックレスをつけた。もう泣かないように。いつも愛とともにあるように。


 


恋人からのプレゼントの意味がわかった。


この恋を忘れないで、一人で生きていく。







